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【西川都市計画課長】  本日は、新年早々のご多忙中のところ小金井市都市計画審議会

にご出席いただきましてありがとうございます。開会に先立ちまして、委員の出席状況に

ついてご報告申し上げます。審議会委員１９名中１５名ご出席いただいております。 

 小金井市都市計画審議会条例第７条第２項の規定により、過半数以上の出席を得ていま

すので、会議は成立していることをご報告申し上げます。 

 また、村尾委員、谷本委員は、本日ご都合により欠席されるとのご連絡をいただいてお

ります。 

 申し遅れましたが、私は事務局を担当しております、都市計画課長の西川です。 

 今年度４回目の都市計画審議会になりますが、よろしくお願いいたします。 

 本日の資料について、確認させていただきます。資料１ 小金井都市計画 都市再開発

の方針の変更について、資料２ 小金井都市計画 住宅市街地の開発整備の方針の変更に

ついて、と本日の２つの案件について、事前配布させていただいております。 

 また、本日机上配布させていただいた資料がございます。 

 武蔵小金井駅北口再生協議会から小金井市長宛てに提出された「都市再開発方針の２項

地区の位置づけについて」という参考資料でございます。 

 資料については、後ほど説明させていただきますので、資料の不足等がございましたら、

事務局まで申し出いただければと思います。 

 それでは、お手元にさしあげております次第に従いまして、進行させていただきます。

本日ご審議いただきます諮問案件２件を、市長の稲葉から読み上げさせていただきます。 

【稲葉市長】  小金井市都市計画審議会会長、根上彰生様。小金井市都市計画審議会条

例第１条の規定により、次の事項について審議会に諮問します。 

案件１ 小金井都市計画 都市再開発の方針の変更について 

案件２ 小金井都市計画 住宅市街地の開発整備の方針の変更について 

 以上、ご審議いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

【西川都市計画課長】  諮問が終了しましたので、ここからは、根上会長に審議会の進

行をお願いいたします。 

【根上会長】  それでは、ただいまから、平成２６年度第４回小金井市都市計画審議会

の議事を進めさせていただきます。 

 早速ですが、お手元にさしあげております次第に従いまして、進行させていただきます。 

本日ご審議いただく案件は諮問案件２件でございます。 
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案件１は「小金井都市計画 都市再開発の方針の変更について」と、案件２は「小金井都

市計画 住宅市街地の開発整備の方針の変更について」でございます。 

 早速、議案について事務局より説明を受けたいと思いますが、両案件とも関連する内容

を含んでおりますので、一括で説明いただき、審議も一括でと考えておりますが、いかが

でしょうか。ご意見があれば、お願いします。 

（「異議なし」の声あり） 

【根上会長】  それでは、異議なしとの声をいただきましたので、両案件について一括

で審議を進めたいと思います。案件について事務局の説明を求めます。 

【酒井都市整備部長】  それでは、本日の案件説明に先駆けて、都市計画法の体系、こ

れまでの都市計画手続きについて説明させていただきます。 

 １０月の都市計画審議会で「多摩部１９都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の

方針」について、ご審議いただいたところですが、平成１２年の都市計画法の改正により、

それまで「市街化区域及び市街化調整区域の整備、開発又は保全の方針」と定めていたも

のを、「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」に改変され、その一部分として記述し

ていた「都市再開発の方針」、「住宅市街地の開発整備の方針」、「防災再開発促進地区」を、

独立した都市計画として別途定めることとなっております。 

 「多摩部１９都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」については、すでに

東京都の都市計画審議会での審議も終了し、１２月１８日に変更の告示がされております。

本日の２つの案件についても、東京都が決定する都市計画案件でございます。 

 東京都から、都市計画法に基づき都市計画案に対する意見照会をされているところでご

ざいます。本日の都市計画審議会での審議を経て、答申に基づき、東京都へ回答させてい

ただきます。 

 続きまして、これまでの都市計画手続きについて説明させていただきます。 

 東京都及び市は、都市計画原案の縦覧を７月１日から７月１５日にかけて行っておりま

す。あわせて、東京都は都市計画の公聴会を３回開催して、６名の方から公述申し出があ

り、そのうち４名の方が公述されております。なお、小金井都市計画については、公述申

し出はなかったと聞いております。 

 その後、東京都及び市は、都市計画案について、１２月１日から１２月１５日まで縦覧

を行いました。これにあわせて、東京都では意見書の受付を行っております。こちらにつ

いても、小金井都市計画について意見はなかったと聞いております。 
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 また、先ほども説明させていただきましたが、東京都は各区市町に都市計画案に対する

意見照会を行っており、小金井市としては本日の審議会での議を経て、答申をいただき、

それを踏まえた回答を東京都に提出いたします。 

 東京都は、各区市町からの回答と都市計画法第１７条に基づく意見を踏まえて、２月に

予定されています、第２０８回東京都都市計画審議会に付議し、その議を経て、都市計画

を変更するものでございます。 

 都市計画手続きについての経緯は以上でございます。 

 案件の詳細については、まちづくり担当部長より説明させていただきます。 

【北村まちづくり担当部長】  それでは、案件１ ｢都市再開発の方針の変更｣について

及び案件２ ｢住宅市街地の開発整備の方針の変更｣について説明させていただきます。 

 どちらの方針も、主に前半部分は東京都全体の共通の内容となっており、後半部分は小

金井市の内容となっております。 

 はじめに、｢都市再開発の方針の変更について｣を説明させていただきます。 

 資料１をご覧ください。都市再開発の方針は、平成８年の都市計画法の改正により規定

された、東京都が定める再開発の方針でございます。東京都は、おおむね５年ごとに見直

しを行っており、前回は平成２１年に見直しを行っております。 

 それでは、都市再開発の方針の資料Ｐ３をご覧ください。右が平成２１年に決定された

既決定内容で、左側が今回の変更案でございます。 

 １ ｢策定の目的｣でございます。 

 東京都が策定しております｢東京の新しい都市づくりビジョン｣や｢都市計画区域マスタ

ープラン｣を実効性のあるものとするため、市街地における再開発を総合的に体系づけたマ

スタープランが都市再開発の方針でございます。この都市再開発の方針で言う｢再開発｣と

は、市街地再開発事業にとどまらず、地区計画等による規制誘導手法による、幅広いまち

づくりなどを含んでおります。 

 Ｐ４をご覧ください。２ ｢策定の効果｣でございます。 

 策定の効果として⑴から⑸まで挙げております。⑴から⑷までは、マスタープランとし

ての性格を示しており、⑸については、補助金等の優遇を挙げております。ここでいう、

２号地区または２項地区でございますが、２３区と立川市のことを２号地区、他の多摩地

区のことを２項地区としております。したがいまして、小金井市は２項地区にあたります。 

 ３ ｢位置付け｣でございます。 
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 ｢都市再開発の方針｣は、｢都市計画区域マスタープラン｣など、他の方針と同様、土地利

用、都市施設の整備、市街地開発事業などの個別の都市計画の上位に位置付けられている

ものでございます。 

 Ｐ５をご覧ください。１の⑴区域でございます。 

 小金井市は、計画的な再開発が必要な市街地ということで、平成８年に｢都市再開発の方

針｣が策定された当初から、１号市街地に指定されております。 

 ２の⑴、次ページの３の⑴、地区の選定でございます。 

 １号市街地のうち特に一体的総合的に市街地の再開発を促進するべき相当規模の地区を

２項地区に指定することになっております。２項地区の選定は、地域が抱える課題に対し、

再開発による整備が必要で当該地区を整備することが周辺地域への波及効果を及ぼすなど

の効果があり、当該地区の整備又は開発の計画の概要を定める事業の進捗にいたっている

地区を選定することになっております。 

 後ほど説明いたしますが、小金井市では３地区が２項地区に指定される予定でございま

す。 

 Ｐ６をご覧ください。４誘導地区でございます。 

 １号市街地のうち２項地区に至らないが、『都市づくりビジョン』や『都市計画区域マス

タープラン』を実効性のあるものとする上で効果が大きく、再開発が望ましい地区を誘導

地区に指定することとしております。 

 Ｐ７をご覧ください。１基本方針でございます。 

 小金井市は、都市づくりビジョン等で、核都市広域連携ゾーンと都市環境再生ゾーンに

指定されており、都市活動の維持・発展や居住環境の向上など活力ある都市づくりを推進

するため、都市基盤の整備、業務・商業・居住・文化など、多様な機能の適正な配置を図

ることとしております。 

 ２の⑴拠点の整備でございます。 

 小金井市は、武蔵小金井駅周辺を市の玄関口とし市街地再開発事業などの面的整備を推

進し、東小金井駅北口については、東部の中心として土地区画整理事業を推進することと

しております。 

 ⑵安全な市街地の整備でございます。 

 駅周辺の木造密集地域については、市街地再開発事業などにより建築物の不燃化を図り、

幹線道路や公園の整備に併せて都市の緑化により、延焼の遅延等を図る。としております。 
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 ⑶快適な居住環境の整備でございます。 

 駅周辺は、再開発等による高度利用により魅力ある市街地を図り、駅周辺以外はみどり

との調和に配慮しつつ、地区計画等により良好な住宅地としての土地利用を図るとしてお

ります。 

 ⑷自然や歴史・文化などの環境を生かした整備でございます。 

 仙川・用水等の親水空間化、道路内緑化及び南北の公園を結ぶネットワーク化を行うこ

ととしております。 

 Ｐ８をご覧ください。１小金井地域、ａ再開発の目標でございます。 

 都市基盤の整備を推進し、良好な市街地の形成を図るとともに、みどり豊かな文化都市

とする。 

 ｂ土地の高度利用及び都市機能の更新に関する方針でございます。 

 駅周辺は、積極的な土地の高度利用と再開発等により、商業、業務及び都市型住宅が調

和した魅力ある市街地を図り、駅周辺以外の地域は緑との調和を配慮しつつ、地区計画等

により良好な住宅地としての土地利用を図る、としております。 

 イ 主要な都市施設の整備でございます。 

 都市計画道路、及び避難場所ともなる公園等の整備を図る。 

 ウ 都市の環境、景観等の維持及び改善でございます。 

 都市施設整備を促進し、住環境の充実並びに良好な市街地の形成に努める。木造住宅密

集地域は、防災性の向上と環境の改善を図る。仙川・用水等の親水空間化、道路内緑化及

び南北の公園を結ぶ緑のネットワーク化を図り、調和の取れた都市環境を図るとしており

ます。 

 最後に、エ その他ですが、駅周辺は再開発等により地域の核となる魅力ある文化性の

高い市街地とするとしております。 

 Ｐ９をご覧ください。小金井市の２項地区についての内容でございます。 

 既に、金１武蔵小金井駅南口周辺地区、金３東小金井駅北口周辺地区の２地区が指定さ

れておりますが、今回新たに、武蔵小金井駅北口再生協議会からの要望により、北口地区

について金４として東京都に要望したものでございます。 

 金１武蔵小金井駅南口周辺地区につきましては、市街地再開発事業が一部完了し、金３

東小金井駅北口周辺地区については、土地区画整理事業施行に伴い地区計画が決定されま

したので、平成２１年度からの内容をそれぞれ時点修正しており、地形地物の区域となる
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ように調整しております。 

 Ｐ１０をご覧ください。 

 金４武蔵小金井駅北口周辺地区でございます。Ｐ１６の図面とあわせてご覧ください。

地区の目標として、小金井市の玄関口にふさわしい地区として、楽しく歩ける賑わいのあ

る魅力的な街に再生することで、街自体の価値の向上を図る、としております。 

 b 用途、密度に関する基本的方針について、土地の高度利用によりシンボル的な高層建

築物を整備し、地区の核となる商業施設等の再配置を図り、商業、業務、住宅等が調和し

た土地利用を図る、としております。 

 c 建築物の更新の方針について、市街地開発事業等に併せて、地区計画等の導入による

建築物の規制及び誘導を図る、としております。 

 d 都市施設等の整備の方針について、都市計画道路等の整備を図る、としております。 

 Ｐ１１をご覧ください。誘導地区として既に５地区を指定しております。今回は文言の

整理のみで、特に変更はございません。 

 以上で、都市再開発方針の説明を終わります。 

 つづきまして、｢住宅市街地の開発整備の方針｣について説明させていただきます。資料

２をご覧ください。 

 住宅市街地の開発整備の方針は、東京都が定める住宅政策の方針でございます。東京都

は、おおむね５年ごとに見直しを行っておりまして、前回は平成２１年に見直しを行って

おります。 

 それでは、Ｐ３をご覧ください。 

 １策定の目的でございます。 

 住宅市街地の開発整備の方針は、良好な住宅市街地の開発整備を図るために長期的かつ

総合的なマスタープランとして、住宅市街地の開発整備の構想の明確な位置付けを行うも

のでございます。 

 ⑴効果でございます。 

 本方針を策定する主な効果として、①住宅まちづくりの推進に向けた、都民、民間事業

者、行政等の適切な誘導、②都市計画制度の円滑な適用、③住宅まちづくり事業と都市計

画制度の総合的、一体的な展開がございます。 

 つづきまして、Ｐ４、Ｐ５をご覧ください。 

 ２住宅市街地の開発整備の目標、⑴実現すべき住宅市街地の在り方でございます。 



7 

 住宅は、社会経済の諸活動に参加していく上で、基盤となるものです。また、住宅は、

都市において、安全、環境、景観などに影響を与えるため、私的財産にとどまらず、社会

的な性格を有しているものです。したがって、居住の場として魅力を高めることが、都市

生活の質の向上、首都東京の持続的な発展に寄与するものです。本方針では、社会経済情

勢が変化している中で、居住の場としても魅力的な東京の実現のために、首都東京にふさ

わしい高度な防災機能を備えた居住を実現すること。以上を基本的な目標に掲げておりま

す。 

 Ｐ７からＰ９をご覧ください。 

 ⑵住宅の建設及び更新、良好な居住環境の確保等に係る目標でございます。目標を①か

ら⑩まで掲げております。目標①安全で安心な住宅・住宅市街地の形成、目標②地域にお

ける生活サービスとの連携、目標③マンションの管理適正化・再生、目標④公共住宅スト

ックの有効活用、目標⑤郊外住宅市街地等の活性化、目標⑥既存住宅活用の推進、目標⑦

市場におけるルールづくり、目標⑧良質な住宅を供給する市場の整備、目標⑨支援を必要

とする世帯の居住の安定確保、目標⑩地震災害からの復興でございます。 

 Ｐ１０からＰ１２をご覧ください。 

 ３良好な住宅市街地の整備又は開発の方針でございます。 

 東京都は｢東京の都市づくりビジョン｣において、東京都内を５つのゾーンに分けており、

小金井市は、①都市環境再生ゾーンと②核都市広域連携ゾーンのちょうど境に位置してお

ります。 

 Ｐ１３をご覧ください。 

 ４重点地区の整備又は開発の方針、⑴地区の選定でございます。 

 住宅市街地のうち、一体的かつ総合的に整備し、又は開発すべき地区を｢重点地区｣とし

て選定し、地区ごとに整備の目標、整備方針等を定めることとしております。 

 Ｐ１５、Ｐ１６をご覧ください。本市の重点地区の内容でございます。本市では既に、

金.１武蔵小金井駅南口地区、金.３東小金井駅北口地区、金.５本町四丁目地区の以上３地

区が指定されています。 

 金.１武蔵小金井駅南口地区におきましては、本町暫定庁舎の西側にあるマンションを金.

１の区域にいれ、地形地物の区域になるように調整しております。 

 また、今回新たに、金.６武蔵小金井駅北口地区を東京都に要望しているものでございま

す。 
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 以上で住宅市街地の開発整備の方針の説明を終了させていただきます。 

【根上会長】  ありがとうございました。 

 それでは、２件のご説明をいただきましたので、これから質疑を行いたいと思います。

ご質問、ご意見ある方お願いいたします。いかがでしょうか。 

 それでは、斎藤委員お願いします。 

【斎藤委員】  私からは１点だけ質問というか、今後どうするかということをお聞きし

たいんですけども、都市再開発の方針の変更についてなんですけども、資料で言えば、１

４ページの金.１の武蔵小金井駅南口周辺地区、約９.０ヘクタールというところで、今回

再開発促進地区という形で、小金井市役所、小金井消防署、それから、本町暫定庁舎の西

側のマンションが含まれているわけですけれども、これが、凡例を見ますと、商業地区と

いうことでこの点々のマークのエリアになっています。ここはいわゆる都市計画の用途地

域というところでいうと、この地域は商業地域と第一種中高層の住居専用地区と現在はそ

れになっているわけですけれども、これをこの促進地区のこの計画に適合させていく、整

合させていくための手続きとそのスケジュールについてお尋ねしたいと思います。 

【根上会長】  はい。それでは、ご質問ということですので、事務局、回答をお願いい

たします。 

【西川都市計画課長】  市としましては、まちづくりの将来像として都市計画マスター

プランを策定しております。武蔵小金井駅周辺につきましても都市計画マスタープランに

位置付ける複合的な都市機能の誘導を進める総合拠点に沿ったものと捉えて、用途地域等

の都市計画変更に臨むものと考えてございます。 

 また、用途地域等を変更する場合につきましても、市の用途地域等に関する指定方針及

び指定基準に則りまして基盤整備や地区整備計画等での具体的なまちづくりの誘導と合わ

せまして変更していくということになってございますので、まちづくりの具体化にあわせ

て検討していくものというふうに考えてございます。 

【根上会長】  はい。それでは、斎藤委員、お願いします。 

【斎藤委員】  もう少し具体的にお聞きしますけれども、今市議会に陳情が出ておりま

して、このマンションを建て替えという計画、決定ということではないんでしょうけども、

それの検討に入っているということで、議会だけではなくて行政にもそれなりの要望が出

ているんだろうと思います。その事情などを聞くと、そうのんびりしてはいられないわけ

ですから、要するに、今回再開発促進地区と、促進という地区になったわけですから、当
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然そういった希望のものがありますし、用途地域の変更作業というものも具体的に今一般

的な形で課長がお答えになられたんですけど、具体的にどのようにこれから行っていく予

定なのか、具体的なスケジュールが未定だとすれば、どういう手順を行えばこの再開発促

進地区の決定に、方針について整合性がとれるのかということでお答えいただければと思

います。 

【根上会長】  はい。それでは、ご回答をお願いします。 

【西川都市計画課長】  それでは、繰り返しの答弁になってしまうところもあるんです

けども、今年度都市計画変更いたしました武蔵小金井駅南口第２地区につきましても、都

市計画マスタープランに位置付ける総合的な都市の機能の誘導を進める総合拠点に沿った

ものと捉えておりまして、用途地域等の都市計画の変更に至っているということでござい

ます。当該のマンションにつきましても、用途地域等を変更する場合につきましては、市

の用途地域等に関する指定方針、指定基準によりまして基盤整備や地区整備計画等での具

体的なまちづくりの誘導と相まって変更していくということになりますので、具体的なス

ケジュール等につきましては今の段階で申し上げられませんけども、協議の中で進めてい

くということになると思います。 

【根上会長】  はい、斎藤委員。 

【斎藤委員】  今のところ具体的なスケジュールはまだ示せないということだと思うん

ですが、ほかの都市計画審議会委員の皆さんにもご理解、情報としてご報告したいと思う

のが、今小金井消防署と本町暫定庁舎の間のマンションに関しては、過去に商業系、いわ

ゆる昔路線地域と、路線商業と言われていたころがあって、容積率の指定がない時代にマ

ンションが建てられて、その確認申請が提出された後に容積率が指定されて、何と建ぺい

率６０％、容積率２００％という形で、非常に実態に合わない、いわゆる逆線引きという

まれな形で都市計画が決められたといういきさつがあります。ここで促進地区という形で、

これは促進地区、前は誘導地区から促進でしたっけ、ちょっとその辺私あれだったんです

けれども、促進地区ということで再開発をやりましょうという地域になったわけで、それ

プラスその再開発によってこの部分の再開発を行いたいという機運が非常に高まって、議

会にもそれに付随した陳情書が出ているという状況で、今回のこの変更の案については私

は大いに賛成をしたいというふうに思っている立場ですので、一応その具体的な状況につ

いて意見として言わせていただきたいと思いますので、ぜひ早急に再開発ができるように、

この地域の行政的な手続きを進めていただきたいというふうに考えております。 
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【根上会長】  はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、ほかにご意見、ご質問はございますでしょうか。 

 はい、森戸委員、お願いします。 

【森戸委員】  ５点ぐらい伺いたいと思います。 

 １点は、都市再開発の方針の問題であります。東京都の文言の中でもいろいろと問題が

あると思っております。１つは、東京都が行ってきた都市づくりビジョンが巨大開発を進

めて、でも、そこに住む居住地の皆さんを全体、長年住み続けていったところから追い出

すといったらおかしいですが、そういう中身にもなっていたり、また、環境の面でも非常

に大きな問題を抱えながらの都市づくりビジョンだったと考えております。そういう立場

でこの都市再開発方針について見解をまず冒頭述べておきたいと思います。 

 同時に小金井の部分でございますが、１つは、変更案でありますが、９ページの２項地

区であります。東小金井の北口周辺地区の中で今回新たに小金井３・４・８号線（事業中）

ということで盛り込まれております。これは区画整理もやられているということから事業

認可を受けた都市計画道路でありますけど、ほとんど車の通りもなく、ケヤキ並木という

ことで、地元の皆さんからすると、大変散歩にもいい道となっていてということでありま

す。これを拡幅されるということなんですが、１５ページの再開発促進地区の別表を見て

いただくとわかると思いますが、この北は、北大通りから、南は富士見通りという市道の

ところの拡幅でありますが、この先をほんとに小金井市は延伸していくおつもりがあるん

でしょうか。もう既にこの道、これから南についてはずっと住宅街であります。中町を抜

けて連雀通りの第一小学校前の信号の手前のあたりに抜けるという都市計画道路でありま

すが、全体的に市はこれを拡幅するという構えの中でここをやるんだということなのか、

その位置付けを伺いたいのと、それから、私はなかなかここが難しい道路だと思っていま

す。その点では、事業認可はされていますが、一旦凍結をすべきだという道路だと思って

います。地元からは１,０００名を超える拡幅反対の署名も集まっておりまして、しかも、

２５億円の税金を使う道路になっています。その点からすると、市財政を考えても非常に

ここは無理がある道路だと思っていて、市の見解について伺いたいというのが１点目であ

ります。 

 ２点目ですけれども、今回促進地区、２項地区に武蔵小金井駅北口周辺の３.７ヘクター

ルが新たに盛り込まれました。私は武蔵小金井の北口のまちづくりを進めることに反対す

るものではありません。しかし、この基本方針の中で土地の高度利用によりシンボル的な
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高層建築物を整備するということになっていまして、南とも同じですが、小金井市が高度

利用による高層建築物を次々と駅周辺に持ってくることがほんとにまちの発展につながる

のかどうかという点では疑問を持たざるを得ません。その点からすれば、改めてこのまち

の在り方などを十分に議論していく必要があるのではないかというふうに考えます。その

点で市はどのようにお考えになっているのか伺いたいと思います。 

 これは実は次の住宅市街地の開発整備の方針にも大きく関連をしてきます。この５ペー

ジを見ていただくと、変更案の中に５ページの上から７行目にこういうふうに書いてある

んですね。東京における住宅市街地の整備の方法は、住宅・住宅地の大量供給を目的とし

て都市空間の高度利用や住宅の供給増を図ることに重点が置かれてきた時代から市場の活

用やストックを重視する時代へと移行していると。さらに近年ではということで、住宅総

数及び空き家数の増加など住宅政策を取り巻く社会経済情勢は変化している。東日本大震

災の被災経験を踏まえ、改めて高度な安全性の確保が求められているということで、東京

都の方針から見てもこの北口の基本的方針というのは相反するし、今後の住宅の在り方と

は逆行する方向に向かっていると言わざるを得ません。この住宅の整備方針を今回決める

と、住宅市街地の開発整備の方針を変更されるというのでしたら、このあたりとの整合性

を北口との関係ではどのようにとられているんでしょうか。その点について伺います。 

 それから、この住宅関連で伺いたいのは幾つかあるんですが、絞っておりますので、こ

れは東京全体の方針でもあると思いますが、９ページの目標④公共住宅ストックの有効活

用。公共住宅ストックの再編と活用に関する方針を作成し、公共住宅ストックを東京のま

ちづくり等に活用すると述べられています。以前のものは、変更前は目標⑧で公共住宅の

セーフティーネットの機能向上ということで、住宅に困窮する都民の居住の安定が確保さ

れるよう公共住宅におけるセーフティーネット機能の向上を目指すということになってい

ました。これでも十分とは言えませんでしたが、今回は公共住宅のストックを再編・活用

するというふうに変えていくと。ということは、今公社住宅をはじめＵＲ住宅、それから、

都営住宅、こういう住宅の再編を進めていくということになるのかなと思いますが、私は

それはやめるべきだと。なぜかというと、今やはり低所得者層が増えていて、高い家賃に

住めない、大体４万から５万ぐらいの家賃のところに入りたいけれども、そういう家賃の

ところが、最近はかなり空き家が出ていますけど、なかなか見つからなかったり、また、

高齢者で入れないという状況があります。それを補っていくのが公共住宅ではないかと思

います。その点から、小金井市としては市営住宅も含めてこの目標に盛り込んでいくとい
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うことになるのかどうか。その点を含めて伺います。 

 ５点目であります。先ほど斎藤委員もおっしゃいましたが、促進地区の武蔵小金井駅南

口について、この住宅関係でいっても一応重点地区の中に武蔵小金井の南口地区が盛り込

まれています。この１８ページの地図を見ていただくとわかりますが、西南の角について

は、前々回も申し上げましたが、この連雀通りが東京都の指定する緊急輸送道路であるこ

とから特定建築物の建物に指定をされ、耐震調査を行い、耐震補強が必要だというところ

までは来ているわけです。しかし、いろいろな問題があってなかなか耐震補強のところま

で行き着かないということから、地元の共同住宅の皆さんの発意の中で再開発でやれない

だろうかということになってきているわけですね。しかし、面積要件なども含めて、隣に

ある市有地も含めて再開発ができないかという提言を市議会はいただいているところであ

ります。 

 ただ、再開発というやり方がいいのかどうかということもありますし、また、この耐震

補強をこういうマンションなど共同住宅で行っていくということについてはどうも今回の

方針の中では欠落しているんじゃないかというふうに思います。そこに対する小金井市の

支援があまりにも不十分だと言わざるを得ません。その点からすると、市内にはまだ緊急

の輸送道路として指定されているところの特定建築物が幾つかあると思いますが、それら

の耐震化を含めて安全安心のまちをどうつくっていくのかということをきちっとうたって

いく必要があると思いますが、その点でどうか。 

 それから、ここの建物がもし建てかえということであれば、一定容積率や建ぺい率など

を含めて十分に検討して建てかえることができるものにもしていく必要があるんじゃない

かと思いますが、そういうことについては今回のこの中には盛り込まれてこないんですが、

今後の都市計画の在り方として緊急にそういう変更を行うとかいうことを盛り込んでいく

ことが必要なのではないかと思うんですが、その点でいかがでしょうか。 

 ということを伺います。ちょっと多くなりました。 

【根上会長】  はい。それでは、いろいろご質問ありましたので、事務局から順を追っ

てご回答をいただければと思います。 

【林都市計画課長補佐】  １問目の３・４・８号線のご質問でございます。３・４・８

号線につきましては、南側の延伸についてのご質問かなと思っておりますが、この路線に

つきましては、３・４・８号線の周辺には地域の皆様のご協力によりましてＪＲ中央本線

連続立体交差事業や東小金井駅北口土地区画整理事業によるまちづくりが進捗しておると
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ころでございます。それらのまちづくりの事業と合わせまして骨格となる道路のネットワ

ーク化を進めること、これは道路の整備の効果を最大限に発揮するために必要になってく

ると考えておりまして、この道路につきましてもそのために必要な道路であるという認識

でございます。南側への延伸につきましては、まだ具体的な答弁をできる情報は持ち合わ

せてございません。 

【高橋まちづくり推進課長補佐】  ２項地区の武蔵小金井駅北口のシンボル的な高層建

築物ということの話でございます。武蔵小金井駅北口地区につきましては、平成２０年に

武蔵小金井駅北口再生協議会が発足しまして、地元のまちづくりについて熱心に検討され

てきているところでございます。地元の方々におきましては、まちづくりの基本的な方針

を検討しておりまして、市の玄関口にふさわしいシンボル的な高層建築物の整備により公

共的空間を創出し、北側の商店街にもお客さんが回遊できるまちづくりを要望していると

ころでございます。まだ具体的な整備イメージはございませんが、今後具体的な建築計画

が示される際には行政としては高さや景観など都市計画の観点から検討していくものと考

えております。 

 あと、住宅市街地の方針の関係でございます。こちらにつきましては、過去の住宅政策

におきまして住宅供給が追いつかずにそのために場所を選ばず容積緩和をして高度利用等

をしていた時期がありましたけれども、現代の施策として住宅供給を図るためにいたずら

に高度利用や容積緩和を実施するということはしないで、真に必要な駅前周辺に都市機能

を集中し、高齢者を含めて誰もが暮らしやすいコンパクトな市街地への再編を進めること

としております。北口との整合性もその辺で考えていくというふうに考えています。 

【北村まちづくり担当部長】  公共住宅の再編等についてのご質問だったかと思います。

今回住宅市街地の開発整備の方針の変更の目標の⑨になると思いますけども、支援を必要

とする世帯の居住の安定確保という点でございます。こちらは高齢者世帯、それから、低

所得者層など真に住宅に困窮している都民に公平かつ的確に都営住宅が供給されるように

適正な入居管理を推進する。それから、都営住宅及び公社住宅等での高齢者・子育て世帯

への居住支援を進める、こういったものを置くためとここが定められていると思ってござ

いますので、私どももこれに即して推進をしていきたいと、そのように考えてございます。 

 それから、最後耐震に関してのご質問でございます。市では昨年度耐震改修促進計画、

これは都の計画に合わせて改定をしてございます。この中で、例えば、特定緊急輸送道路

の沿道建築物の耐震の促進に関しては、国・東京都と連携して補助制度の確立をしてござ
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いますので、それに即して施策を展開していくということになろうかと思います。それか

ら、木造の家屋の耐震についても、これは既存の補助整備等しているわけでございますが、

これも促進していくということになります。 

 それから、その中で、例えば、既存不適格のマンションの対応等々ということもあるわ

けでございますが、これは現行主に国の考え方ということになるわけでございますが、法

律上制度的にそういう物件については容積緩和についての考え方というのをこれから示さ

れていくのかなと思ってございますので、その辺についても留意して適正に進めていきた

い、そのように考えてございます。 

【根上会長】  はい、森戸委員。 

【森戸委員】  すいません。私は都市計画道路の３・４・８号線、南伸についての現状

ではまだ考えていないという中で、今この促進の中に入れていくべきではないと考えてい

ます。小金井市が今緊急にやらなければならないのはライフラインの整備でありまして、

下水道の整備についてもこれから長寿命化計画に基づいて工事というか、事業を進めてい

くと。これを行うのに６６億の財源が必要、お金がかかるということが明らかになってお

りまして、ここは一旦私は凍結をしていくべきだと。土地開発公社でもこの案件、用地買

収の案件が不承認されるということもありました。その点からすると、やはり市民的な合

意は得られていない道路だというふうに思いますので、ぜひその点は意見として申し上げ

ておきたいと思います。 

 それから、武蔵小金井の北口でありますけれども、私は高度利用を行うことは反対であ

ります。それは何よりもほんとに安全安心なまちにつながっていくのかどうかという点で

懸念があるわけであります。また、同時にここを再開発で行うということになれば、ここ

にも一定の小金井市の補助金などを充てなければならなくなり、ほんとにその財源を確保

することができるのか、そのために市民のさまざまな生活にかかわるサービスが低下をし

たり、切り下げられたり、そういうことが続くことにならざるを得ないことはもう火を見

るよりも明らかであります。その点から、この再開発、再生協議会の皆さんが熱心に協議

をされているということはわかりますが、小金井市がしっかりとした方針を持ってどうい

うまちづくりの在り方がいいのか、その点については十分に検討をされるべきだと思いま

す。 

 住宅の方針の中で述べていることについて、どうもすりかえてお話をなさっているよう

にしか思えないんですが、今時代は変わってきていると言っているんですね。小金井市内
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でも空き家は５,０００世帯ぐらい、５,０００室ぐらいあると言われています。９.８％ぐ

らいは空き家だと言われていて、さらにマンションを建設していくのかと。私はある地区

の高層マンション住宅街の近くにいらっしゃる方々にちょっとお話を伺ったんですが、最

初は売れても高層のところは非常に住民の入れがわりが激しいという話を聞きました。そ

れはやっぱりなかなか住みづらいということもあるんでしょうということをその方はおっ

しゃっていたんですが、そういう長く住み続けられるまちにしていくためにどうしたらい

いのかという点も含めて考える必要があるし、ほんとに高層マンションをつくることがそ

の商業活性化につながっていくのかどうかというのは、私はちょっと違うかなと。この近

隣を見ても、吉祥寺や国立などを見ても非常に高層マンションがなくても商業が活性化で

きている。もう少しそういうところは見ていく必要があるのではないかと思います。その

点でぜひ見直しを行っていただきたいと思います。 

 それから、公共住宅の問題ですが、私が言いたいのは、目標④で再編と活用ということ

をこの中では述べていて、再編と活用ということは、公共住宅を民間に移譲するとか、そ

れから、建てかえを行って何らかのものを行うとか、それが再編だと思うんですよ。その

あたりは、今回本町四丁目も重点地区に入っていますけど、どういうふうになるんでしょ

うか。今本町四丁目の公社住宅は建てかえじゃなくて取り壊しの部分もあるんですよ。そ

のために居住者が行き場がなかなか見つからないという状況もあって、大変な状況だなと

思っています。その点でこの公共住宅ストックの再編と活用について、金.５になっている

本町住宅などについてどういうふうになるのか。それから、ここには盛り込まれていませ

んが、市営住宅などもあるわけで、その点市の見解を伺っていますので、お答えいただけ

ればと思います。 

 それから、この再開発促進地区にある共同住宅についてでありますが、小金井市として

は結局耐震補強で行っていくということだと思うんですが、そのあたりについては全体的

にこの武蔵小金井の南口についてきちっとやっぱり耐震化の問題を盛り込むべきだと思い

ます。しかし、そういう災害に強いまちをつくるという点も含めて欠如しているんじゃな

いかと思うんですが、そのあたりはどういうふうにお考えになっていらっしゃるんでしょ

うか。伺いたいと思います。 

 以上です。 

【根上会長】  最後の２点ですね。ご質問ということで、あとはご意見ということで承

りました。 
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 事務局、ご回答お願いいたします。 

【大久保まちづくり推進課主任】  目標④の公共住宅のストックの有効活用についてで

ございます。こちらは東京都の方針としまして東京都、都民共有の財産ということで、非

常に大きな都営住宅、それから、東京都住宅供給公社の土地等々を抱えているわけですけ

れども、昭和３０年代に建設された住宅というのは３階とか４階の低層住宅が多くて、非

常に規模も大きいという状況がございます。そういったものを建てかえる際には一定高層

化が図られるわけでございまして、そうすると、空地が生み出されるというところでござ

います。その空地について、都の重要課題の解決のために少子高齢化等がございますので、

そういったものについて使えるのではないかという方針というものを今後策定していくと

いうことを目標④では言っているものでございます。 

【北村まちづくり担当部長】  次のご質問、耐震に関してでございます。この住宅の市

街地の開発整備の方針を目標の中で、この安全で安心な住宅市街地の形成が目標に掲げら

れているということでございます。この中では、例えば、木造住宅密集地域を対象に１０

年間で集中的に取り組みを行い燃えないまちにとする、これは東京都の目標として掲げて

いるわけでございます。そういった大目標に即して私どもの事業を展開していくというこ

とになります。 

 それで、繰り返しでございますが、私どもは耐震改修促進計画を昨年度制定してござい

ます。その中で市全体の考え方をまとめてございますので、それに即して事業展開してい

きたい、このように答弁させていただきます。 

【根上会長】  はい。森戸委員いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

【森戸委員】  はい。 

【根上会長】  それでは、続いて白井委員ですね。 

【白井委員】  簡単に３点ほど確認したいことがあります。あと、もう１点ちょっとで

きれば他の委員の方とも協議できればなと思っていますけれども、まず、確認事項として

は３点として、今もちょっと森戸委員から話があった武蔵小金井駅北口のシンボル的な高

層建築物に関してなんですけども、特にデータとかは持ち合わせていないんですけど、私

は以前会社勤めしていたんですが、そこで不動産関係のお客さんを扱う事業なんかもやり

まして、結構不動産に関しての情報というのは、私は直接クライアントには持っていなか

ったので、そんな専門的には知らないんですけども、いろいろ情報というのは流れてきた

ので、そのときの話を思い出し考えるんですが、高層建築物とか結構資産価値の高いマン
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ションというのが、実際そこに居住するケースと、もう一方は、資産活用として、資産運

用として買われるというケースが結構あるというふうに聞くんですよね。特に高層マンシ

ョンの、タワーの高い階層なんかはやっぱり値段も張るということで、資産価値も高く、

要するに、なかなか価値が下落しないというのもあって資産運用として購入されて、結局

住まないでほかの方に貸されたりとか、別の使い方をされるということも結構あるという

ふうに聞いているんです。実際ここ小金井市でもそういうシンボル的な高さのタワーを仮

に建てられるとして、そこが大部分はおそらく住居になると思うんですが、そういう使わ

れ方をされてしまうと、何かまちづくりじゃないなという気はしていまして、ただ、特に

データとか持ち合わせていないので、あくまでこれまでインプットした情報の中からそう

いう質問を投げかけているんですけども、市としてそういう状況というものをどれぐらい

把握されていたりとか、そういうことは一定の割合であるというのは事実だと思うんです

けども、居住されないというのは、さっき言ったように、まちづくりじゃないような気が

していまして、そういう使われ方をされるのは当然買われる方の自由でもあると思うんで

すけども、市としてはそういうことに関してはどういう情報をとられているのか、考え方

をお持ちなのかなというのだけちょっと確認をさせていただきたい、それが１つ目です。 

 あと、武蔵小金井の北口、今回改めて再開発の促進地区になりましたけども、前ちょっ

と事務局とはコミュニケーションとらせていただいたんですが、市民の方から問い合わせ

があって、半分苦情みたいな形だったんですけど、この促進地区として線引きされたエリ

ア内に住まれている方がいらっしゃいまして、特に線引きされたことを事前に説明も何も

受けていないということを言われたんですよね。その点に関しては一定コミュニケーショ

ン、担当とはとらせていただいたんですが、結局再開発の促進地区の中にその方は住まわ

れていて、住所は特に具体的にお聞きしていないので、どこに住まわれているというのは

よくわからないんですけども、実際その再開発をされるエリアではない。ただ、この促進

地区の線の中には住まわれているという話だったんですが、ここで確認したいのは、それ

で促進地区として枠内に住んでいる方に入ってしまうことによっての影響というものがほ

んとに何もないのかどうかというところはもう一度確認を一応公式の場ではさせていただ

きたいということと、こういう線引きをするときには、おそらく地権者に当たる、何かし

らの権利者に当たる方だと思うんですが、そういう方々には一切説明とか、そういったこ

とは事前にはやらないというのが一般的なのでしょうか。そこを確認させてください。 

 ３点目であります。住宅の開発整備方針の、先ほどこれも森戸委員から質問があった目
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標④の部分ですね、公共住宅のストックの有効活用の件です。ちょっと違う話になります

けれども、私の実家が大阪府枚方市というところで、府営住宅なんですね。私の両親がそ

ちらに住んでいます。実はそこもう築４０年たつところで、建てかえの話が１０年ぐらい

前にあって、ちょうどそれがようやく１０年ぐらいたって進み始めた段階ではあるんです

ね。確認したいのは、さっきちょっと質問のやりとりの中にもあったんですけども、おそ

らく森戸委員が懸念として取り出されて質問した意図としましては、要するに、これまで

の所得の低い方々とか、そういう方々の住居というものが、そういう低廉な住居というも

のがなくなるのではないかということを多分懸念として挙げられたと思うんですよね。だ

から、例えば、再編、建てかえということになったとしても別にそういう枠がなくなるわ

けじゃないということだけはちゃんと確認したいなと思うので、それだけちょっと確認さ

せていただきたい。 

 あと、最後に、これはできればほかの、専門的な方々もいらっしゃいますので、いろん

な方の意見を私も聞きたいなと思うんですけども、さっきもちょっと森戸委員が出された

３・４・８号線についてなんですよね。私もここは、東町三丁目の富士見通りに私は住ん

でいますので、非常に近いところではあるんですけども、車が全然通らないところではな

いんですけども、やっぱり少ないと思うんです。さっきも確認をされていたように、富士

見通りから南伸については今のところ特に示す材料を持っていないという話をされて、全

く計画はしていないというわけではないと思う、計画道路として位置付けられるので、で

すけれども、やっぱりここを今優先して整備するかどうかというよりは、小金井市の今の

非常に厳しい財政状況を考えたときにはここは優先するところではないなと思うんですよ

ね。だから、市の答弁は多分変わらないと思いますので、できれば、いろんな専門の方々

もいらっしゃるので、例えば、防災の観点から、消防の観点からでも構いませんし、あそ

この道路を見たときに「いや、やっぱり商業的な観点からすると、整備してほしいよね」

ということもあるかもしれませんし、消防の観点からすると、「いや、まあ、それは整備し

たほうがいいけども、そんなに優先じゃないよね」という意見もあるでしょうし、その辺

をちょっと議員以外の方々から意見を聞きたいなと思っています。よろしくお願いいたし

ます。 

 先にちょっと確認３点、市側がやっているところから回答をいただければと思います。

会長お願いします。 

【根上会長】  はい、どうもありがとうございました。 
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 それでは、３点のご質問について事務局ご回答お願いいたします。 

【高橋まちづくり推進課長補佐】  まず、１つ目のマンションの高層階を居住用、資産

運用で持っている人がいるというお話をご紹介いただいたところでございます。こちらに

つきましては、どのぐらい把握しているのかというご質問だったかと思うんですけれども、

多摩地区も今も旺盛なマンション需要があるというふうに考えているところでございます

けれども、南口第２地区で言えば、これから事業計画なりをつくり部屋のタイプなどが決

まっていくというところでございますので、具体的に居住、資産運用といったようなとこ

ろの観点ではまだ把握し切れていないところでございます。 

 そして、周辺住民への説明ということでございますけれども、こちらにつきましては、

市が定める都市計画マスタープランであれば市民参加等が必要になってくるというふうに

も考えておるところでございますが、都市再開発方針等は全東京都的なところもございま

すので、東京都が責任を持って公聴会の開催等周知徹底を図っているところというふうに

考えております。地域のマンションなり地域の住民の方々への説明といいますか、そうい

ったところでございますけれども、こちらにつきましては、要望書を提出された北口のま

ちづくり協議会は周辺の住民の方々に積極的に周知徹底を図っていこうというふうには考

えておられるというところでございますので、今後積極的に周知を図っていくというふう

に考えております。具体的な建築制限等が生じるわけではないということでご説明させて

いただきます。 

 あと、低廉な住居といいますか、枠がなくなるのではないかといったようなご質問だっ

たかと思うのですが、これにつきましては、市として市営住宅・高齢者住宅等住宅政策を

さまざま展開しているところでございますけれども、物件には一定の所得要件等がござい

ます。そういったところから総合的に市営住宅・高齢者住宅などの施策を通じまして施策

を展開していくというふうに考えています。 

【根上会長】  この３点についてはよろしいでしょうか。１点目は把握していないとい

うご回答だったんですけども。 

【白井委員】  １点目は結構です。把握していないということであれば、これからこう

いったこともちょっとどこかに頭に入れておいていただいて、まちづくりになるようにい

ろいろ配慮いただければなと思いますので、よろしくお願いします。 

 ２点目については、これは事前に過去にやりとりした経緯もあったんですが、わかりま

した。まちづくり協議会が周知を図っていくことと考えられるということなので、それは
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それで市が義務的にやるべきことではないにしても、そこは普通の考えとしては配慮して

いただければなと思いますので、よろしくお願いします。 

 ３点目は、だから、ごめんなさい、端的に言わないといけない、低廉な住宅がなくなる

わけじゃないということで、イエスということでいいんですよね。 

【根上会長】  はい、事務局。 

【高橋まちづくり推進課長補佐】  低廉な住宅は、イエスという形でちょっとお聞きに

なられて、お答えも難しいところではあるんですけれども、市営住宅・高齢者住宅という

のは一定所得要件がございますので、そういったところで住宅政策を考えていくというこ

とについてご理解をいただければと思います。 

【北村まちづくり担当部長】  先ほどから申し上げてございますが、まず、この住宅市

街地の開発整備の方針の中でもそこのところは目標として掲げられているということがご

ざいます。そういったこの住宅の確保、これは、例えば、住宅困窮者の方に不自由しない

ようにしましょうねというのが目標というのは私ども理解してございます。それで、例え

ば、都営住宅であったり住宅供給公社だったりさまざまな住宅政策等が展開されている中

で私どもは市営住宅であったり高齢者住宅というのをあわせて展開させていただいている

というところでございます。そのトータルの中でどうそういう方、住宅困窮者の方に対す

る住宅政策を展開するというのは、当然国・東京都と連携してということになりますので、

十分に協議をさせていただいて今後施策を展開していきたい、このように答弁させていた

だきます。 

【根上会長】  はい、よろしいでしょうか。それでは、４点目の３・４・８号線の件。

これは委員の方々にということですが、どなたか。はい、斎藤委員、お願いします。 

【斎藤委員】  この都市計画道路は昭和３０年代に東京都の主導によって指定されてい

ると思います。なぜ東京都が行うかということで言えば、小金井市だけではなくて東京都

全体、広域の形で計画されたんだろうと思うんです。そして、この武蔵野の地域ですと、

武蔵野の３・４・２６号線ということで整備が結構進んできているわけですね。しかし、

小金井はほとんど進んでいない。また、この再開発促進地区、そして、区画整理の中でそ

の部分を整備するということは、これは当然だというふうに思っていますが、それ以外の

部分どうするかということがご質問の点だと思うんですけれども、武蔵野市に対する配慮

も当然必要なんですけれども、この小金井でいう３・４・８号線は新小金井のところでと

まってしまうんですね。ですから、武蔵野の市民の方がこれを全部通すこと、もしくはそ
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の他の道路利用の方がこれがないと不便だということはあまり私はないと思っていまして、

五日市街道のところまで、武蔵野市の３・４・２６号線なんですけども、そこが整備され

れば、それより北、いわゆる小金井市域内の３・４・８号線が整備されていなくても広域

的な道路行政にはあまり影響がないと私は思っていまして、優先度はかなり低い道路だと

いうふうに私自身は考えています。 

【根上会長】  はい、ありがとうございました。 

 はい、高橋委員、お願いします。 

【高橋（清）委員】  私、実際こちらの３・４・８号線の北大通りより北のところに住

んでおりまして、実際この道はよく使う道路なんですけれども、今現在中央線の高架化に

よりましてかなり抜け道的な使い方をなさっていらっしゃる方が多いわけですね。特に北

大通りとのこの３・４・８号線の交差地点が、押しボタンの信号がございまして、横断歩

道があるわけなんですけども、抜け道として使う車がかなりスピードを出してこの北大通

りを左折したり右折したりするわけですけれども、実際道路が３・４・８号線から少しず

れておりまして、この計画で北側と南側が実際の十字路になると、正十字路というのです

か、今ちょっとＴ字路みたいな感じになっているわけです、現状はですね。これは小学校

の通学路にもなっておりますので、ここに整備をされて横断歩道なり信号なり設置してい

ただければよろしいかなと、実際私は使っていてそういうことを考えております。できた

らこれは整備していただきたいなと思っております。 

【根上会長】  はい。ほかいかがでしょうか。はい、渡辺委員お願いします。 

【渡辺委員】  今、高橋委員からお話があったんですけれど、私も実際にこの北大通り

との交差点は危ないということで、再三にわたってこの道路に信号をつくってもらいたい、

また、横断歩道をつけてもらいたいということをずっと言ってきているんですけど、これ

は難しいとずっと言われ続けているところなので、ですから、今回はチャンスだなと思っ

ておりまして、この整備によって道路の横断、交差点が整備されるということが非常に重

要だというふうに私も思っております。 

 また、ちょうど東小金井の駅前から、地蔵通りずっと真っすぐ来るところになりまして、

現在通行止めになっている区間とか、換地による道路の土地が変則的になっていて非常に

使いにくいわけなんですけれど、本格的に道路が拡幅されますと、この３・４・８号線に

つながる道路というのは非常に広く歩道も整備されて、障がい者の方も歩道を通れるよう

になってまいりますし、ここは東小金井駅北口の区画整理事業としても非常に重要な道路
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になっていると思いますので、ここをきちんとした整備をしないで、中途半端な形で道路

の整備を終えてしまうというのは、この度の区画整理、また、高架事業等の兼ね合いの中

で非常にもったいないことになるのではないかなと思っておりまして、私的には交通安全

上も非常に期待をしているところです。必要であると、そのように感じております。 

【根上会長】  はい、ほかいかがでしょうか。はい、原口委員お願いします。 

【原口委員】  すいません、私は交通施策は専門じゃないものですから、防災面的に申

し上げますと、用途地域をどうするか、第一種住専か何かにするのかどうかなというのが

一番ネックになるんでしょうけども、正直申し上げますと、道路が広いほうが我々はいい

と。延焼阻止帯といいまして、道路でもし大火があった場合にはそこでとめるということ

も考えております。ただ、そうはいっても道路の両側が住宅がなくて車がとまっていると

突破されちゃうという可能性はあるかもしれません。ですから、どういう用途地域に指定

していくのかなということがちょっと問題になるのかなと思いました。 

 ただ、将来的にはここら辺も住宅とかいろんなお店がどんどんできてくると。道路がで

きれば建物が建つということですので、そういう意味では、まちの発展にもつながるし、

消防的にもやはり道路が広いほうが活用はできる、防災面ですけどね、そういう考えはあ

ります。 

 【根上会長】  はい、ほかいかがでしょうか。幾つかのご意見がありましたけれど、

整備すべきというご意見と不要だというご意見と両方あったように思います。斎藤委員、

いかがでしょうか。 

【斎藤委員】  ２回目でもいいですか。 

【根上会長】  はい、どうぞ。 

【斎藤委員】  申しわけありません。この整備が全く要らないというふうに私言ってい

るんではなくて、優先度の話、白井委員も多分そうだと思うんですけども、例えば、都市

計画道路に指定されていない小金井市の連雀通りの、民間の会社の名前を言っちゃいます

けど、ケーヨーデイツーのところからあそこの間、図書館までの連雀通り、これは非常に

狭くて危険なところなんですよ。例えば、それは都市計画道路に位置付けられているわけ

ではないですけれども、これはやはり昭和３０年代に計画したものと今の実情と非常に違

っているということで、過去の都市計画道路の決定にとらわれてこういったほんとに危険

な部分のところが見逃されている、放置されている。そういうところを行政としては優先

していかなければならないし、都市計画審議会としてはそういう意見も言っていかなけれ
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ばいけない場所じゃないかなというふうに思っていまして、そういうところから比べると、

この３・４・８号線は少し優先度が低いのではないかと。それと、当然区画整理でやる部

分、そこの部分については、そのエリア内については当然整備するべきであって、それは

やっていくべきで、今回のこの議案、案件からすれば、それについて反対するものでも何

でもなくて、その前後についての優先度が低いということでご理解いただければなという

ふうに思います。 

【根上会長】  はい、それではいろいろ意見出ましたけれど、白井委員いかがでしょう

か。 

【白井委員】  いろいろご意見いただきました。消防の観点からもご意見をいただいて、

そこの交差点のことも言われて、今斎藤委員から言われたように、私も別にここは絶対や

るべきではないというつもりではなくて、あくまで今優先順位が高いかどうかという観点

なんですよね。さっき消防の話があって、確かに道路が広いほうが当然いろんな意味でも

使いやすいし、扱いやすい、消防の対策もしやすいし、逆に道路が狭ければ、道路をまた

いで延焼するということも、例えば、風の強いときとかありますよね。 

 ただ、今ここがそんなに慌てなくていいかなというのは、結局道路の東側になるんです

かね、あまり家がないんですよね。逆に言うと、敷地が広いというのが理由だと思うんで

すけども、さほど慌ててここを整備する必要はないかなというのは改めてちょっとお話を

いろいろ聞いていて思ったところではあります。そういった意見だけ述べさせていただき

ます。 

【根上会長】  はい、どうもありがとうございました。 

 ほかにご質問、ご意見いかがでしょうか。はい、それでは、林委員お願いします。 

【林委員】  諮問１のほうなんですけれども、都市再開発の方針の変更ということで、

自然や歴史・文化などの環境を生かした整備ということになっていて、これが仙川・用水

等の清流の復活というところから親水空間化というふうに変わっているんですね。それで、

私は清流の復活ということはすごく進めてほしいなと思っていますし、清流が復活という

ことと親水空間化というのは全く別のものだというふうに考えています。清流の復活をす

るのであれば、しなければいけない都市計画だったり、まちづくりだったりということの

方向も変わってくると思っているんですね。そのために配慮しなければいけない、清流の

復活のために何をしなければいけないかと言えば、小金井市の皆さんご存じだと思います

けど、雨水の浸透ますの設置率が高かったりだとか、そういったことで、ここには雨水対
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策ということで、雨水貯留施設の設置などというふうに書いてありますけれども、地下水

の涵養ということで、小金井市は雨水の浸透ますの設置を進めたりということをしている

わけなんです。それは清流復活に一役買っているというふうに思っています。 

 そういった取り組みを小金井市はしている中で、東京都でこういった親水空間化という

ふうに場合によってはそういった雨水の浸透であるとか、そういったことはしなくても、

水に親しむということであれば、違うやり方でもできるわけですよね。例えば、公園に池

をつくって親水空間みたいなこともしたりしますし、親水公園なんてやったりしています

けども、清流の復活というところは私はきちんと東京都の計画の中に位置付け続けていっ

てほしいというふうに思っています。 

 実はこの都市計画の変更については、市議会の全員協議会の中で一度説明を受けていて、

そのときに「この仙川・用水等の親水空間化というふうになっているけれども、今どうい

うふうになっているのか」という質問もあったんですが、そのときにはちゃんとしたお答

えはなかったんです。質問された方は「後で個別に教えてください」というふうに言って

いたんですけれども、今日のこの審議会に当たって議会の記録も聞き直してみたんですが、

どうやら分流にしたものを今また改めて下水に流しているということもちらっと説明をさ

れていたと思うんですが、せっかく分流にするのであれば、下水道に流してしまうのでは

なくて、やはり仙川に戻すとか、そういった取り組みも必要だと思っていますし、それが

できないのであれば、下水に流すよりは地下に戻すということをしていくことが必要なん

だというふうに考えています。今小金井としてはここについてはどういうふうにされてい

るのかということと、ぜひ清流の復活という文言については、親水空間化というのではな

くて戻していただきたいというふうに思っていますけれども、いかがでしょうか。 

 それから、２つ目ですけれども、住宅の部分についてです。今森戸さんや白井さんから

も質問がありましたけれども、私からもここについてはちょっとお願いというか、１つあ

ります。空き家の活用というのはぜひ進めていただきたいとは思っているんですけれども、

１つ大事な文言が抜けちゃっているなと思っていまして、以前のものではあれば、目標の

⑨として高齢者・障がい者・小さな子供のいる世帯等が安心して暮らせるようにすること

を目指すというふうに書いてあったんですね。この文言が多分、文言案では目標の②にな

っているのかなというふうに思うんですけれども、障がい者という言葉が抜けてしまって

います。「高齢者世帯や子育て世帯など」ということでまとめられてしまっているんですけ

れども、ぜひそこについても障がい者という言葉を復活してほしいと思っています。「など」
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ということになってしまうと、やはりきちんと障害をお持ちの方であっても自立して生活

していくことができる方いらっしゃると思うんですね。そういった方への視点が抜け落ち

てしまうことを私は危惧していますので、ここについてもぜひこの障がい者という文言は

復活していただきたいというふうに思っています。 

 ほかにもいろいろあるんですけれども、重なる部分も多いので、私からはこの２点につ

いてお聞かせいただきたいと思います。 

【根上会長】  はい。それでは、２点について事務局からご回答をお願いします。 

【西川都市計画課長】  それでは、１点目の清流復活ということで、現行に戻してほし

いというご意見だと思うんですけれども、変更案では親水空間化ということが書かれてご

ざいますけども、仙川と用水についての記述のところになってございます。こちらにつき

ましては、小金井の第四次基本構想や都市計画マスタープランにおきましても親水空間化

ということを挙げてございます。それで、野川につきましては、親水空間の整備というこ

とで東京都の河川管理者のご協力のもと今進められているということで認識しているとこ

ろでございます。仙川につきましては、雨天のときを除きますと、水源がない川というこ

とになってございますので、流量が得られないという状況でございます。現時点で親水空

間化ということを今整備することについてはなかなか予定がないというふうにも聞いてご

ざいますけれども、前回この中でお話ししたのは、水源がない川であるということから、

国家公務員住宅の建て替えのときに２つあった都市計画公園を一つにまとめまして、仙川

の北側に配置して、その地下に貯留槽を設置して道路に降った雨水を貯留槽に貯めること

によって晴天のときにその貯留槽からの水を流すというアイデアがあったということでご

ざいますが、そういうことで都市計画公園につきましては仙川の北側に配置しているわけ

でございますけども、実際には貯留槽というものは国家公務員住宅の建て替え時には設置

をしていないということから、道路の排水につきましては、一部が公共下水、それで、既

設管が仙川に流れていた関係から、一部の道路排水につきましては現在も仙川に雨天時は

流れているという状況がございます。 

【高橋まちづくり推進課長補佐】  目標⑨といいますか、障がい者の文言が落ちている

といったご指摘でございました。こちらにつきましては東京都の住宅マスタープランの本

文につきまして、自宅で安心して暮らせるための効果的なバリアフリー化促進というとこ

ろで本文にもうたわれているところでございます。したがいまして、政策の重要度が落ち

たということではございませんで、東京都の全域の方針でございますので、文言について
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は一定ほかの自治体と合わせる必要があるということでご理解をお願いしたいところであ

ります。 

【根上会長】  はい。林委員いかがでしょうか。 

【林委員】  すいません、清流の復活のところなんですけれども、仙川と用水について

ということで、確かに今仙川は全部三方がコンクリートで埋められてしまっていて、雨水

を涵養したところで仙川に流れ込む、野川のように湧出をしていくという先がないという

ことになるんだと思うんですね。だからこそ親水空間ではなくて清流の復活というふうに

しておけば、いずれは今コンクリートで埋められている仙川ののり面、コンクリートをは

がして、降った雨、地下水が仙川に湧き出るようなことができるように、そういった形で

水源をつくっていくということができるのではないかと、今すぐということではなくて、

ここは長い道のりになると思いますけれども、そういった方向をつけていくことができる

んじゃないかということで清流の復活を残していただきたいというふうに思っています。 

 やはり私たちは、もう皆さんご存じですけれども、今は大分減っちゃっていますけれど

も、飲料水の多くを地下水に求めている自治体でもあります。そういったことで考えれば、

きちんと東京都に降った雨を東京の地下に戻して私たちが地下水の恩恵を受け続けるため

にしなければいけないことというのがあると思うんですよね。その１つが地下水の涵養と

いうことだと思っています。そういった観点からの発言です。ぜひこれからのこととして

検討していただければと思っています。 

 それから、住宅についてですけれども、文言がなくなったからといって重要度が下がっ

ているわけではないということなので、ここについてはそのように受け止めますが、ぜひ

障がいをお持ちの方もきちんと自立して暮らしていけるような施策や計画に目配りをして

いただきたいということは申し上げて終わりにします。 

【根上会長】  はい、どうもありがとうございました。 

 ほかにご意見いかがでしょうか。はい。百瀬委員お願いいたします。 

【百瀬委員】  資料１なんですが、１６ページ、武蔵小金井駅北口周辺地区約３.７ヘク

タールということなんですが、これは再開発促進地区として決まって、これからやってい

くわけなんですが、この敷地のエリアの設定について、あるいは、エリアの境界がどうな

っているかということについてお聞きしたいと思います。この図面でいいますと、東にな

ります。３・４・１３号線より東側に出ている、出っ張っている部分があると思うんです

が、このエリアの境界というのは、道路がここにはなさそうなので、何が境界なのかとい
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うのが１点お聞きしたいところです。 

 それと関連してなんですが、北側の境界であります。クランクして一部出っ張り一部へ

こんでいるところがありますが、これは多分この地図からいって道路ではないんだと思う

んですが、この辺のエリアの境界というのは一体何になっているのかというのをお聞きし

たいと思います。 

 それと、先ほど申しました３・４・１３号線から東に出っ張っている部分が一部あると

いうことで、この北側の部分がなぜ今回エリアに入らなかったかという理由をお聞きした

いと思います。 

 それと、それに関連してなんですが、北西の端ですか、こちらが今欠けているというか、

逆にこの地図でいうと、小３・４と書いてある部分が中心から出っ張っている、要は、出

っ張っている部分とエリアに入らなかった部分、この辺の合理的な理由というか、なぜこ

ういう形になっているのか。特に今この言いました小３・４と書いてあるところのエリア

については今新しい建物が建設されている最中だと思うんですが、その辺との関連でこの

再開発エリアという形で決めた経緯ということをちょっとお聞きしたいと思います。 

【根上会長】  はい、それでは事務局、ご回答お願いします。 

【大久保まちづくり推進課主任】  武蔵小金井駅の北口のまちづくりについては、平成

２０年度から武蔵小金井駅北口の再生協議会という組織で地元の３商店街の方々が中心に

なってまちづくりを検討されております。当初は商業の活性化ということで、商店街の方々

が南口のまちづくりが進む中で北口が少々さびれているということでどうにか北口も商業

を活性化させたいということで、再生協議会で活動されているというところでございます。

当初はお配りしている資料にありますとおり、再生協議会の区域は、商店街を中心にした

３商店街の方々の区域取りになっています。その商店街の方々というのは道路沿いに商店

をされておりますので、道路から１軒分の区域ということで、再生協議会ということで発

足されていましたが、今後まちづくりを進めるに当たっては地形地物、道路や用途地域の

境など、土地の売買等があっても変わらないもので都市計画は定めるということになって

おりますので、この再生協議会の道路から１軒分になるべく近いところで地形地物をとる

ように要望されたというように聞いております。 

 それから再開発のお話ですが、地元の方がまだ検討を始めたような状況ですけれども、

駅前の２つの大きな店舗の建て替えをどうにかしてほしいということで今検討されている

ところでございます。それ以外の商店街については商業の活性化を図るために、例えば、
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１階についてはお店を誘導することを義務づけることや、道が狭いので電線類は地中化し

て歩きやすいまち、人が安全安心に歩けるようなまちということで検討されているという

ところでございます。冒頭も説明させていただきましたとおり、２項地区は地区計画も含

めた大きな意味の再開発ということが明記されておりますので、全体としては歩きやすい

まち、電線類の地中化や道路のカラー舗装なども含めて検討されて、中心部の大規模店舗

２つの店舗については、北口に人が流れるように公開空地を生み出して回遊性があるよう

にしたいということでございます。 

【根上会長】  はい、いかがでしょうか、百瀬委員。 

【百瀬委員】  例えば、北西の角が今欠けていますよね、そのエリアとして。確かに商

店街を中心ということでこういう形になっているというお話がありました。なんですが、

例えば、狭隘道路を、この地図を見ると、狭隘道路だったり、行きどまり道路がこの辺に

は密集しているようなところが見られる、実際私は確認していないので、わからないんで

すが、地図上ではそういうところが見られるわけでありまして、こういうところも含めて

行政としては再開発のエリアという形でまちづくりを考えていくべきではないかなと私は

思っております。 

 それと、例えば、この地区の北側なんですが、北大通りまでの間、この辺もかなり密集

しているような状態で、ここもやはり１つのエリアと、再開発促進地区という形で何らか

の網をかけるというか、そういう形で実際現実的にそれが行われるか否かというのはちょ

っと別の話として、このエリアとしてこういうところはやはりつくっていって、今後まち

づくりをする中で何らかの１つの方向性というのをつくっていくべきではないかなと私は

思っていまして、非常に地権者の方々のご発意でエリアが決まっている、商業を中心で決

まっているというのは何となく話としてはわかるんですが、その行政の待遇としてはやは

りもうちょっと全体で、面としてそのまちづくりがどうあるべきかということを考えるべ

きではないかと私は思うんですが、その辺どのようにお考えかちょっと聞かせていただき

たいと思います。 

【根上会長】  はい。それでは、再度ご質問ということですので、お願いいたします。 

【大久保まちづくり推進課主任】  ２項地区の区域を北のほうに広げてはどうかという

お話でございます。北側は既に誘導地区ということで指定されておりまして、行政としま

しては、地元の方の思い、地元の方のまちづくりの活動というのを大事にしたいというよ

うに思っております。行政から押しつけてまちづくりをしてもなかなかうまくいかないと
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いう状況もございますので、まず、今地元の方がこの地区で、金.４でまちづくりをしてい

こうという思いがあるわけで、その北も当然おっしゃるとおり木造住宅が密集している地

区もございますので、波及効果といいますか、こちらを整備した段階で北にも波及してい

くのかなというふうに思っております。 

【根上会長】  はい、百瀬委員。 

【百瀬委員】  確認です。先ほどご答弁いただけなかったんですが、３・４・１３号線

の南の道路から南側については、東側の部分の南側のところは今回エリアに入っていると。

その北側の部分が欠けていますよね。ここも商業というか、今現時点でお店があるような、

商店があるような状態なんですが、ここがエリアに入らなかった理由というのはどういう

ことなのか教えていただきたいと思います。 

【根上会長】  はい、事務局。 

【大久保まちづくり推進課主任】  地元の商店街の方々が区域取りの中で一定の範囲を、

駅前を中心にしてあまりに大きくならないように決められたと認識しております。この北

側がなぜ区域に入らなかったのかというご指摘については、地元の方に確認しないと私ど

もではお答えできないという状況でございます。 

【根上会長】  よろしいでしょうか。はい。ほかいかがでしょうか。はい、斎藤委員。 

【斎藤委員】  案件１・２が終わったところで行政に対する要望があるので、一、二分

発言を許可いただければと思うんですけれども。 

【根上会長】  採決が終わった後でよろしいですか。 

【斎藤委員】  はい。 

【根上会長】  わかりました。 

 それでは、質問が途切れたようですので、これで質疑を終了するということについてご

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

【根上会長】  それでは、これから決をとりたいと思います。決については、案件１、

案件２それぞれについてで決をとっていきたいと思いますが、まず、案件１について、「小

金井都市計画 都市再開発方針の変更について」、これが諮問のとおりということでよろし

いかどうかということで、ご異議ないかどうかをお伺いして、もしご異議があるというご

意見があった場合には挙手で採決させていただきたいと思います。 

 ご異議なしということでよろしいかどうか、いかがでしょうか。 
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（「異議あり」の声あり） 

【根上会長】  「異議あり」という声がありましたので、それでは、挙手により採決さ

せていただきたいと思います。 

 都市計画審議会条例第７条第３項に「会議の議事は、出席した委員及び案件に関する臨

時委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。」とありますので、

挙手により採決を行いたいと思います。 

 案件１「小金井都市計画 都市再開発の方針の変更について」を諮問のとおりとするこ

とに賛成の方は挙手をお願いいたします。 

（ 挙  手、賛成１２名、反対２名 ） 

【根上会長】  賛成多数と認めます。 

 それでは、引き続きまして、案件２について審議会としての決をとりたいと思います。

案件２「小金井都市計画 住宅市街地の開発整備の方針の変更について」、諮問のとおりと

してよろしいでしょうか。 

（「異議あり」の声あり） 

【根上会長】  「異議あり」という声がありましたので、同様に挙手により採決を決定

したいと思います。 

 案件２「小金井都市計画 住宅市街地の開発整備の方針の変更について」を諮問のとお

りとすることに賛成の方は挙手をお願いいたします。 

（ 挙  手、賛成１２名、反対２名 ） 

【根上会長】  賛成多数と認めます。どうもありがとうございました。 

 それでは、採決が終わってからご発言をという声がありましたので、斎藤委員からご発

言いただきたいと思います。 

【斎藤委員】  申しわけありません。長々とやりません。用途地域について行政に対し

て要望なんですけれども、小金井市の財政の不足、非常に財政難である、収入の不足、歳

入の不足している部分の理由として、私には用途地域、都市計画のおくれがあるというふ

うに考えておりまして、用途地域で商業地域が非常に少ない。行政の皆さんにもご協力を

いただいて、国土交通省のデータで調べたところ、商業系の地域が小金井市は多摩２６市

の中でその面積が２０番目に少ない。そして、商業地域に限って言えば、国分寺市と小金

井市とほぼ同じ地域の面積があるわけですけれども、国分寺市の２分の１しか商業地域が

ないという状況の中で、それは理由はさまざまあるかと思いますけれども、こういったこ
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とに関して行政が戦略的に固定資産税が収入できる有利な形で都市計画を考えていくべき

だということを意見を申し上げて行政に求めたいと思います。 

【根上会長】  ご意見ということでよろしいですか。はい。 

 それでは、これで本日の案件は終了いたしましたので、スケジュール等何か今後のこと

がありましたら、事務局からお願いいたします。 

【西川都市計画課長】  本日は長時間のご審議をいただきまして、ありがとうございま

した。 

 今後につきましては、審議会からの答申を踏まえて、東京都に対して意見の照会の回答

をさせていただきます。 

 東京都は各市町からの意見を踏まえて、東京都都市計画審議会の議を経て、本日ご審議

いただいた案件につきまして変更するものでございます。 

 また、来年度につきましては、現時点では生産緑地地区の変更について予定をしており

ますが、その他案件があれば、改めて開催通知等で連絡させていただきたいと思っており

ます。 

【根上会長】  どうもありがとうございました。 

 それでは、本日の都市計画審議会を閉会といたします。円滑な審議にご協力いただき、

どうもありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


